
海屯

ミ1

挺
Jで孟

/ 

ー

• 





-. ..-‘ I 
私 ィ市: 

zι 可
続--_.，. ..，... - 弘

;:: ....-
1・先」 ζ 由 ]J_ J，da'， F 町 -‘ 九ふ -ヒ』 t- ，‘a"， ，岡-崎- 7 品、
多 之事 る 苓 客 雲客番毒 若委話
3-1.. ノる ム有 -，a，， . 台義略〈事2. /'、、- .，，H ， 

....-
生 議

i脅
γ 

~ オ切 今帯能
、g 19 )fJ クも Jf ゑ

i久奇冬 事
放 与え fl • ，1J で 8 うfI.~ 交に 7で }信 そ

、.-〆

[系{4
a"，，' . 

切都え 守
JlFq a-事 yi.i 旬'" )虫

久
jも え

陶一・-l・4 - _.，. ....... It 1，.j - -酬 -・-・、

〈ι予， J供。J、¥ぷF，.JJ) ，，，， ー。
るJ¥.._ 、B エ‘ 在ご多 る る 挙 毒 多 事 争奪 4内

話官
去とキ.}_ 、gフ 多し均気11為 手ま 寿司

、 ，崎、ー 、ρ
裁7 
す

|対 否〉 2ぃム安?11 I~芝噴サ -酬固 緑-
キ首 ヨ
，...向、

|者 益 受 勾場 うぜ
A- J時 F--

ゑ~ 唱力 ヰ会本決 ;t h 時;向久
考 宅
、ー'

z 
〆

"~，.，喝静み~芯~> キ‘ 明司 同 5 丸



ふ
、
知

r久
〈
、
，

d
l，
、
合
引
委
手
象
1

誘
会
震

に
閉
す
る
寿
決
件
、
タ
a
本
誌
を
不
め
る
『
四
五
つ
、

必
(
畑
ゆ
巴
外
広
崎
仏
前
総
私
費
ー
縁
側
併

の
称
名
に
つ
J
7
t

明
団
以
仇
情
ゆ
ゆ
断
|
尾
川

h
k閣
ぃ
イ
川
準
一

彦
、
玖
イ
ぬ
託
吋
占
9
9

ユ
ヘ
ム
に
つ
け
て

泌
創

75'免
!
ム
リ
同
り
に
也
氏
伶
ー
も
均
末
手
多
め
一
-

一一一一一一一一一一一一

ュ
f

者
間
w

k

川

久

-
f
g
{

窃
紙
川
リ
川
直
川

J

J

A

外

多

剖

釘

波

湯

河

二

季

守

次

終

場

-r

む
苓
設
禾
布
ー
裁

ハ
d
鮪
弘
都

d
H

紘

ハ

タ

/

)

r

味トト暗
殺
名

~ 

第
ヘ
名
妥
q

t

J

有

'
M
枚
名
券
三
玖
J

JF毛
色
勺

イ 一一一一一ー一ー

け
μ
}
M
H
d割弱

A
Z

沃

終

第

祁

!

ι川
閣
内
l

、阿川ー

ム
?
?
鮒
1

4

d
「

イ

点

灯
4

う l え 121 二 I~
flZlAZif-1a 



衿
例
F
h

一関

f'る
一
会
剣
a

乏
に
づ
五
k

G

比例案
d
R
G
イ
為
抽
何
ム
、
合
r
A
門
広
冬
負
ふ
似
る
体
何
土
、
都
1
3
改
正

る
抽
象
倒
的
一
例
ー
廷
に
つ
ソ
て

広
続

4
f
z川
崎
川
崎
性
味
倒
的
〕
」
内
ι欧
1
1
1
J
j
及
川
m

え
に
プ
リ
フ
¥

凶
犠
及
佐
川
阿
川
河
御
山
川
崎
川
川
崎
凍
ほ
吟
除
問
i
川

μ
押
川
を

す
う
A
保
例

An

例
え
に
つ
サ
て
.

何
時
峰
冴
浮
♂
同
片
岡
同
津
川
医
何
件
川
崎
除
同
防
医
f

i

へd
開
発
手
呉
イ

Z
rの
り
た
〆
い
を
じ
ゃ
ハ
宇
払
を
、
布
《

dh品川
〆
h

ぃ銅、
f
H
9

『

『

k
r
n
つ
リ
て

弘
一
鵠
案
等
兵
イ
ヘ
暗
号
線
ム
詣
下
砂
川
わ
均
等
議
ゑ
S
T
V現
内
仏
-
お
「
K

づ
ソ
マ

'
r
o
d
m
表
第
孝
弘
号

M
W
ム
前
'
夢
ゑ

4
v礎
的
元
久
作
戸
つ
ヅ
マ

広一芽

6
3
イ
/
券
子
み
る
・
弘
方
弘
司
会

キ
f

r

本

間
命
贋

ゑ

h
何

時

い

瞳

F

を

臨

t
B
E
E
f
E
E
F
F
i
 

L
f
e
h
s
 



a幽副担“

.， 

. 

長そ 主 有東持丈 5同布現有 犬、 主と 入 矛界 ザ丈 予担
象

工 キ~
相 t. 政究者

_. 号，
本
鯉..}本

氏 払

左 録 保 後4来
入

続続ι 3受 3来 5豪3来
ゑf長4貌h 受4矢長ふ~ J長~ 寸ー矢 依}J マ長 イ受

近Al針ム勾今，も 司君 ふム~ 吃
|士

々
ム¥D サ¥t} 議)f] 木 ム 切実 }久 ゐf a 

!者 金イ長 キ
. 

イ袋 ~ “ 下人 下iまよ jを 試i! H 1:-
経 P知ゑ対 -滞在 埼ネ¥4 ~ 場

J項事 第-同 --輔、
司

議

I I 4 

」

吋巳 罰



軍
櫨
竃
樋
組
慣
樋
竃
糟
櫨

E

・

s
d
n
w

耕
1

r

側

、

動

鳥

海

池

辺

危

ム

符

季

、

持

金

千
埼
伊
右
エ
門

ム

秩

着

、

久

'

渡

的

利

♂

星

持

渇

唱

え

均

あ

浪

A

朱

え

喝

を

ぷ

刊

結

ゐ

帥

ー

湾

各

ム

ー

唱

F
m
尚イ色

野
d

事

!

乏

外

伺

I

U
恥十一

V
4吹

h

ロロ

ahu

ド日

電でー':，，*，，，，，~京守七九-

話憐

「一一一一一一一

t
去
、

s 



借

関

バ

ロ

4
月

過

蝿

瓜

沼

南
ト
外
有
{

久

ハ

辺

博

緩

ん
v
f
J

宿
駅

s
p
f

考

謀

略

川

町

喝

え

可

燃

母

綿

一

陵

会

弘

吋

羽

海

1

職|明|判|喝|き[苧 i李
務

完|均
fム|イ'~Iみ¥ I倉

f

忠
弘
月
諸
問
負

3
7
払
あ

え

序

説

妥

〆

あ

ル
ィ
，
到
す
吟

閉
山
川
泌
例

¥ 

} 



。
議
会
長
4
4
妻
小
冷
却
右
}

李
首
命
、
ふ
漁
イ
熱
費
敬

5
7
h
h

ニ
永

s
n
f手
足
湖
、
治
r必
肉

'a、
定
例
余
念
朝
、
ふ
《
パ
リ
穴
(
手

τ

ぽ
比
例
象
的
弘
同
点
宮
及
川
償
要
件
地
ぽ

3m均
一
玖
第

apイ
r
A
採ー川

私
え
に
£
『
'
h

・・d
、
ふ
様
相
〆
冬
.
弘
子
付
レ
岩
崎
キ
ー
扶
・
七
、
弘
伽
例
後
弘

、
ア
炊
¥
娘
・
泊

a
訴
荻
.
針
守
ー
貌
ふ
伊
玖
縁
長
あ
ゑ
課

長
分
渇
抹
技
池
必
向
!
ゑ
ム
A
W
-
A
祢
長
h

中
次
訴
板
、
十
本
か
ね
復

帰
γ
川
崎
級
順
凶
M
焼
以
陽
帰
川
峨
暗
闇
白
鷹
崎
一
時

誹
義
久
助
皆
川
併
殺
持

rmamV33t制
長
主
党
湾

-nh侯

ゐ
汲
'
沙
ヘ
義
党
?
孝
雄
w
長
瀞
リ
手
針
爪
育
長

JT
場
設
抜
ム
一
一

殺
株
v修

法

問

隷

急

災

L
h
fム
危
作
ィ

;
ι
?
?
o
f
h，F

q
4
1
K
 

監
ゑ
萎
委

5
7
gゴ
司

β

乏
ヲ
4
4
1
突

と
&
叫

1
1
1

今 噂唱--帽圃'ー明司唱F

f 

め
監
ゑ
給
栗
判
ゲ
仇
枚
名
宝
・
れ

長，

官

H 

き

u 

い
F
f
;
i
t
F
t



}
一

f
l
a
u
」
円
}
割
弱

1
4

.
ζ
ぞ

れ

お

L
C仇
叫
ん
月

1hsド
muwh句川
ト
ー

l

i

l

l

l

i

-

-

A
可
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
l
i
l
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-

'
A

仇
貌
M
到
落
治
安
局
次
、
え
を
仔
ゲ
イ

3
1

不
定
例
入
弘
列
会
的
訴
第
免
委
に
三
番
苑
判
決
路
J
A
W

為
一
成
忍

L
る
熱
愛
後
手
令
系

2rd河
右
左
諸
必
見
(
2
1

こ
れ
子
物

r
雰
弘
あ

q
i人
h

ハ
ヴ
事
気
ケ
し
い
k

時
l
J
#
泊
易

q}

一a

税
控

13局
内
押
川
x
r
i
l
l
-
-
l
l
[
l
i
l
i
-
-
-

要
拡
町
内
マ
し

t
M
W
め

3
す
，
よ
P

て
攻
え
ー
ま
1
k，

広
明
白
次
、
え
き
作
な
J

A

写
令
持

手

足

例

-am会
期
u
F
7
3
E謝
肉
、
広
史
意
働
銭
、
伝
的
司
会
d
b
崎
手

3
Zイ
a
s
n
I
3
3
6
1
?
の
ζ
d
v

前
t
J
7
2
k
f
v
A
9
2
'
1

千
引

q
o
n
l
け
に

!
3
匂
ρ

公
明
を
弘
前
一

mdLえ
め
脅
す
=
k
f
h

例
男
的

hfaι
ん
引
い

(
吋
号
訴
ほ
ど
と
サ
ゲ

4m
あ
n
j，)



。
議
長
(
多
可
多
培
、
倒

!
Z
J

l

i

今
例
ケ
J
U軒
町
十
千
U
F
?
7
¥
広
-
均
ゴ
イ
可
否

/γas--η

弓

6
1
?
の
に
訪
問
曜
と
米
え
り

v
h
i
s
-
K
.

ご
の
攻

1
N
Z
?リ
た

1
3
q
H

多
ラ
ザ
伺
1
4
0

受
免
司
牧
、
k
q
n
1
1
q
1
2く
易

タ

'
m
同
品
物
、
家

T・
0
7

伝
M
聞

を

竹

門

戸
J

k

丸
リ
3
す
じ
?

こ
れ

K

例
客
数
瓜
W
H
1
1
4
人
仇

i

l

-

-

利
引
す
例
町
い
一
ん
し
吋
M
i
J
1
-
U
J
}
1
1
1
1
1
i
j
一一

。
弘
ネ

7
4
n刻
表
庁
、
例

1

Z

J

-

客
減
術
汀
し

h
M
W
A
1
3
1
2
7
Z
次

(
2
1
ベ

一

一

ー
か
刻
和
む
計
七
組
吋

Z相
公
川
ト
ト

j
弘一

二
れ

S
Q
I

平
交
例
、
人
弘
の
家
伶

fr考
¥
争
長
《
払
巧
香
川
が
め
ま
一
一
山

イ
q
F

(
中
長
愛
竣
ご
ハ
拘
を
)
台
日

l
i
l
i
-
-
i
1
1
1
1
!
:
1
j
i
-
-
i
 

H 

信

長

島



~ 

円

イ

(

国

i

j

z

ト

l
-

T

中
長
(
4
Z

筒

抜

右

)

-

ぬ
な
志

4

弘
司
2
}
色

L

1

一一

a
.
4
4
A
.
d
-
2白
v
s
f
c

、
T
i
-
-
d

一
回

f
p
泊

i
k
-み
ち
た
例
示
執
念
を
招
集
り
た
十
オ
(
て
一
一

当
面

1hd
弘
致
、
家
内
倒
、
名
識
を
ル
物
り
す
る
も
ヴ
ど
一
一

z

i

r

-

-

Z

」
今
前
に
ー
ら

f
宇
ー
に
ゲ
た
い
ん
ど
?
ド
旬
、
が
ん
?
ぅ
パ
一
一

ヰ
?
を
m

不
え
に
よ

7
3
7
支
が
け
紛
点
珠
ゐ
渇
な
と
え
一

者
対
象
ご
さ
オ
ト
て
V

さ
さ
か
託
時
宇
ー
に
J
1
た
二
九

d
u
s
Z
一

句
集
喝
;
う
に

t
?弁
!3pqsー
角
〈
ぞ
(
《
4

あ
つ
ま
よ

L

ぽ

っ

ぽ

婦

剃

df-条
例
λ

ヤ
ゲ
つ
に
手
紙
d

す
る
3
1
r
m
多
リ
者
後
一
一

弘
:
わ
れ
て

b
n
/
Z匂
μ

一一

む
町
付
利
附
耐
そ
引

E
E川
U
シ
芦
叫
lEr-E付
紙
川
添
一

川
崎
崎
川
崎

Hμ
夜
略
欣
湾
問
沌
川
ー
作
川
TJゆ
鮮
j
J
m
一一

、約イ
a
a
イ
念
糸
町
考

f
ご

r
J
3
1
ケ

お

ま

た

栃

可

前

丘

一

食

JJ 

首

語



ミF

3
8
4
F
T
G
巧
令
ノ
柔
r
h

及
ん
い
ま
大
手
命
名
利
点
支
払
濃
祐

治
u

に
よ

y
Z
私
生
是
ル
装
dm
久
賀

nZ
室
内
喝
号
待

、
本
人
口
約

JJJT
教
イ
司
入
、
体
広
ま
婿
!
約
三
4

台
ア
m
-扶
持
弘

m

何
人
ム
を
さ
K

レ
ふ
す
承
た
町
一
不
全

2
4
q
1
3
1
た

4
ど

こ
こ

K

ん
免
対
策
t
と

り

た

!
2
1
て
み
沼
町
一
布
製
犬
釘
み
に
浮

じ
要
急
対
家
季
、
幻
ー
を
殺

Z
1た
ネ
く
ご
引
く
け
ず

τ

ョ，p
，す

Jzd門
f
N
丸
抄
得
点
対
策
K

っき

3
1
2
庁
、
を
の
衿
h

認

を
台
不
利
子
等
謁
込
!
ま
1
k
t
と
こ
う
埼
町

r
q
e
イ
法
Mm

伝
効
切
実
A
h
a

急
協
議
必
舌
将
家
2
・
れ
ま
1

フ
下
渇
喝
ゑ
一
一

引
和
町
引
川
町
引

111Edluuu川
U
仁
川
ト
ピ

-
L
L〈

っ
き
者
1
z
q
?司
法
U

巧
に
対

1
Z
-
A
知
に
た
、
人

aq
リ
次
第
A

一一

台
、
ゲ
け
ず

1
2
弘
氏
閥
均

f
sる
ゑ
私
夕
、

F
奉

fi--

乳
配
劃
刷
む
い
引
1
1
Uに
材
川
和
一

ι古川
v
u
u
川
?

、
り
に
?
吋
浅
ー
と
さ
術
祢
内
示
併
す
払
紛
を
手
脅
し
f

昏

R

h

u

位

H

食

E

K

S

I
I
l
h
i
t
L
f
i
l
i
-
-
b
p
・-
i
i
p
r
I
t
v
p
L
B
F
t
・-t
i
p
h
h

!
!
i
L
b
F
i
r
-
r
p
 



儲
回
〔
バ
ロ

d
q

謹

瑚

泊

耳

d
H

奇
み

γ
ト
、
/
を
¢
.AA
明
勿
、
収
金
d
J

イ

J
F
A
E
2
0
1

失
効
)
7
L
h
e

ヲ
索
引
く

f
rり
3
1
3
4
h
支
払
内
ヂ
事
ん
え
汁
京
に
勺
3
?
7

q

丸
秩
争
に

JJ4
、
弁
家
手
、
仰
を

μ
M
Z
L
1
3
1
7
¥
矢

老
を
季
十
ノ
旬
以
に
負
け
と
め
う
た
め
に
組
V

U

小
玲
の
代
以
良
市
北

X

こ。円寸、
f
d
仏

f
勾
崎
町
ー
吋
川

A
-
1
-
ん
た
み

2
1

た
{
た

4
引
く
ご

T
川・

1
1
ニ
れ
に
づ
き
ま

1
7
川
市
福
蒸
与
《
椅

殉
を
ぽ

u
m
計
歓
的
経
雪
ず
伊
フ
ラ
q
f
い
た

!
3
t
人
ヲ
ゲ
:
れ
抑
得

者

t
ま
H
f
，
次
等
次
m

執
L-a
ど
矛
湯
川
f

を
計
ム
す
?
?
?
え
戸
、
ど

れ

't
り

3
す
A
7
プ
¥
語
、
内
紛

q
ょ
う
!
〈
沿
均
リ
申
!
!
と

fs
る
そ
手
f

J
~引
仁
和
川
引
引
制
以
川
町
司
令
川
町

U十
U
往
千
γ
刻

家
は
む
机
告
的
保
寸
三
件
f

・
牧
払
別
表
明
俗
、
戸
、
二
ハ
ー
ザ
ど
で

y
f

叫

2
1

ニ
れ
、
り
に
つ
き
ま
ト
一
て

q.
ヲ
平
九
字
，
タ
i
!



『現司夢きF了、.

国

留

糧

問

樋

樋

姐

橿

縄

開

樋

樋

彊

回

限

信

回

曜

圃

置

!
次
札
八
人
切
の
級
会
2

と
長
、
り
m
千
尋
於
協
和
d
f
F
4
t
及
子
つ
話

ι

知

d
7
d
t
r
-
今
ゑ
34之
を

L

刻
'
と
す
ら
終
紘
安
土
?
で

b
1
1

川
崎
ほ
吟
け
津
川
件
川
河
刷
物
に
判
物
河
川
崎
今
[
閣
内
川
縁
l
j

鶏
L
(
J
つ

を

す
l
A
d
j

乙
/
乞
え
れ
ぞ
れ
ゑ
の
札
え
す
る
』
と
=
ラ
f
、

r
q
/
殺
知
L

計
等
4
4
d

を

作

創

!

之

被

3
1
5
A
P
のど

c
r

川

7
1

ほ
川
四
四
ー
以
K
物
山
内
閣
川
弘
!
川
い
と
問
イ
一
一

ι宛
営
一
爪
一
拡

に
づ
り
て
的
税
収
修
司
、
て

J
-
T
H
3
1
-
A
J
『請
1
F
公
た
に
女
ル
1
之
け
亨

関
係
か
、
っ
こ
れ
炉
浪
人
《
え
撃
的
金
正
を
問
7
1
d
k
め
K

色

、
ふ
う
ぞ
か
門
教
387ad--習
試
刈
ゑ
バ
後

ι
1
J
う
た
す
5
4
P
Zく

ど
削
〈
け
ず
匂
μ

う
/
敏
弘
、
家
間
像
士
、
引
く
け
ま
す
h

が
み

?
n司
令
ど
可
決
芝

川
区
協
河
内
凡
置
戸
川
崎
/
崎
川
改

fvz!ず
川
小
川
川

す
1

中
礼
会
例
ご
、

η玖
4
b
v

一
‘
使
、
本
徐
被
象
例
?
、
行
政
4
w
h

昏
伺

h
リ

ヒ

H

監

島

両

弘

三

」一一一-F 

i
t
E
F
r
ι
島

p
t
s



畠

開

閉

け

μ

↓

円

割

詞

泊

z

f
y
r
け
ず
す
こ
れ
マ
後
九
委
設

m
策
、
A
tと
札
制
、
及
の
簡

仙
令
雄
九
を
庁
吐
か
ラ
フ

I
Z
7
1
3
6
n
寸
司
、
引
べ
り
す

11

次
代
『
豹
た
-

r

い
集

v
k
f
ん
を
命
的
己
ベ
a
q
に
輸
入
?
る
ご
と
に

ゴ
て

r
z
i
f
Fナ
-
5
3一
被
素
知
率
!
?
才
教
か
併
に
諮

問
内
あ
?
氏
か
刑
制
《
伝
荷
車
窃
プ
鈴
d

ほ
め
全
て
に
コ
才
答
事
1
1

た
の
で
あ

1
2
7
p
h
Jれ
fdも
3
L
.
S《
A

技
工
許
可
4
D
-
ふ
合
-l

た
の
寸
格
M
附

n
爪
ぴ
納
入
屯
什
な
れ
打
、

7
'と
す
る

d
め
で
あ
1
3
4

，
夜
氏
恥
安

κ
討
す
43

笥
末

7
各
内
一
物
例
ゑ
例
寸
♂

Y
N
J
4
7制
。

-
A
S
走
、
市
町
財
政
事
!
晴
J
4
α
4
庁
、
ぇ
宿
勺
ぜ
之
正
弘
ア
私

s
a
m

狗
弱
司
会
欽
と
争
格
俳
会
!
《
句
乙
イ
E
q
か
う
?
と
む
七
七
引

で
♂
ど
り
考
匂
ド

2
め
他
人
初
!
ま
た
-
J

乏
仕
向
伶
ー
と
り
七

!
3
t
て
放
有
毒

撃
を
苓
委
《
彦
一
九
慌
の
湖
た
を
お
均
リ
ソ
に
i
t

た
り
と

A
V
か

れ
ほ
お
.
=
?
広
明
?
に
泉
家
各
自
の
、
フ
仏
/
.
翁
.
・
家
権
五
，
ロ



主
体
す
る
叫
す
識
党
験
勉
《
雄
丞
を
お
鳴
り
リ
た
t
k
-圃

け

合

リ

ろ

''e

二、

?
1
1
r
w制
d

w

キ
パ
例
弘
司
守
ー
に
叫
ヴ
k

一一

;ゐ
b

3
匂
r
A
f

一
ど
な
:
、
そ
Z
ラ
1

く
場
金
な
御
諸
説
一
一

を
れ
れ
均
け
リ

k

!
た
J
K
科

drAd次
券
引
に
ど

rり
3
匂
μ

-

w
仇
に
ご
一
-
T
九
零
す
μ

(

拘

-7)

一一

死
判
長
ハ
宗
主
義
切
な
γ

開

!
Z
)

一一

パ
ロ
.
殺
手
f

味
埼
者
7
3
f
E

鈎
麹

i

k

(

3

1

-

2
6
4件
、

均

九

』

-

L
各

(

絵

本

市

糸

Z)

一-

ニ
内
味
崎
署
A
h
r
H
J
ま
1
Z
Z
〈
匂
ふ
る
人
で

7
が
わ
れ
わ
れ
一
一

そ
う
け
?
っ
;
パ
丸
、
人
Z
4
H
?
で
久
椅
海
岸
ー
ゴ
?
"
之
守
乙
一
庄
一
一

、
ゃ
に
、
引
た
フ
て
ヤ
ル
イ
1ρ

ー
さ
ピ
ιι

た
へ
ん

川
河
川
崎
慨
除
隊
品
川
ほ
ノ
川
町
片
山
J
t
h
M
は山
1
5

h

司
会
事
ざ
す
廷

1
1な
川
町
:
ー
柔
ず
場
え
を
菅
理
)

竺

t
t
i
t
i
-



7酒田原田園閉

一
剥
珂

A

M

4

n

喝謁「

A
3

ゐ
A
d

の
だ
か
、
っ
采
ど
伝
一
例

F
き
え
き
ど
t
J
う
こ
と
を
靖
夫

人
戸
、
二
、

7
け
う
環
靖
u
g
p
a

ず
あ
ヲ
た
場
信
.
M船
、
も
謙
、
み
と

1
Z
柔

と
行
ラ
令
官
勺

d
t
E
1ま
1
4に
ず

エ

内

T

表
を
喝
ヲ
て
み
尺

Y
湖
町

け
す
す
何

有
エ
凱
幻
視
配
利
引
釦
引
引
っ
l

i

l

i

-

-

-

lμ
広
一
七
た
し
す
す
い
易
不

U
mむ
試
ん
!
?
?
十
匹
令
糸
川

ト
紅
、
次
放
ち
帯
設

A
3
q
易
不
号
、
察
手
仰
1
m

埼
払
、
考

f今
!

認
発
s

戸
一
符
ム
他
心
に

4H
さ
ま
1
Z
守士、
F

プ
喝
あ
る
り
J

℃、/

M

パ
!
劣
え
ず
支
払
/
戸
、
つ
な
五
、
?
パ
禁
止

1
Z
守
人
'
と
り
?
?
字
M
V

J
品
川
引
が
配
干
小
飢
恥
乙
丸
U引
十
町

auf-f十七一恥

れ
ら
に
対
!
之
内
放
ご
手
習
な

1
2
L
7
2
1

義
弘
了
幻
A

h
鈎
!
引
く
?
と
基
金
毎
ふ
関
係
弱
体
制
4
7
t
F

謙

Z
一一

ご丁
?
?
2間
後
設
内
・
4
時
札
制
笠
ず
す
だ
寸
き
な
り
量
一

引

t
sう
一
、
J
m
m

え
ぷ
喝
，
《

r
sム
を
し
ヂ
に
話
移
設
な
℃
シ
一
一



一ー‘-一一

。
;::.. 

tu 

l' (香 し fま写 }ゑ 'lI A 
、1マ..... 
7マ培、 ............ 

んをを
之叫 1， 今

ら令室 て、1手 離は!1ご
1ま木

左 手え 第脅手 一、!っ 安r
を
エヂ

句句 孝司、y
神《事 被S'I~ F室等部 理」 る

!でて

珠挽 "怠ふ匙S等Z 芳河 11' 調
ダ)

ム
司為 努4会t '~ 1 {' Ijj 変す実?場;sえ品 人7・i苛参~ 1':::' 力守、

ー の

J~I~ 生 ー
，:こ t IP事手 て叫 とt. I ¥ ¥ ~ 
!対 ィιゎ鈴 有 r;r .1f 

，可，ー

1、Z、姥九
rr 1釘 3、t

之 之之下仰な 務81)( 之、ー
官執 t 

家RE〉 。、
う私 一?ドま 予T之表 人ピ 1望者プ と

あ

H AK 
i之 jtt舟A 之，¥I ( i ( 1.)"‘' 喝 d、
可 ji、fJ t f d 

を!方、内
あ7 『可!

~ I.fp ち4む ふ、、 jゑ;R とおう fl 
1・容や

i々て 今 iく会 りめ~ rf 
1く

底噴 ま令ト' 、?鬼議?哲 f表な古物 1t7 ¥T 
.G)l 長

fJあ
之、p れ
、っと A、.な

lli 
l-i 

之 、1L3Z主1¥1 tぜ



一
一
」
儲
珂

H
H

↓η
謹
時

A
Z

株
私

1
h

喝
を
骨
・
1

各
局

ι
ι
!之
ぽ
ぃ

ι
の
よ
う
な
え
え
す
注
一
一

持、

j
h
H
1
1
7
r
o
;
良
仁
わ
句
川
1
1
K
J

呉
川

2
1
一一

o

尋
1
・b

(

手

間

設

右

)

一

一

二
訊
問
麹
に
つ
き
ま
1
Z
J
P
へ
た
り
?
鉱
泉
州
々
例
弘
巧
占
1
1
一一

と
イ
3

1

K
通

q
j
'
s
;
命
!
と
二
(
ま

1
Z
S
場
海
内
雅
一
一

マ
1
u
(
V
L

な
「
っ
そ
プ
タ
喝
を
拾
え
!
た
乙
川

K
L
か一一

な
け

t
特
手
K

元
々

4
7
ヲ
え
そ
れ
を
い
8
寸
私
、
つ
t
と

V
7
=
と一一

ぽ
現
象

7
た
け
♂
令
ド
き
つ
け
、
7
喚
為
を
今
、
つ
な
サ
主
系
一
一

叶
代
ず
、
ワ
も

T-24と
え
え
す
i
て
。
こ
れ
を
た
丸
す
る
と
と
将
兵

護
対

U
1，
(
か
し
な

F

、
っ
た
が
れ
り
ま
@
1
1
に

げ

J
3
1
k
gうに一一

九
け
川
川
に
川
崎
河
川
K
川
同
河
川

2
k
m小ー
ー
な
ん
か

Y
L
ぞ

7

一一

て

6
、
?
?
こ
t
と
ず
ぽ
ノ
忍

vh
，

一

一

位
η
ム
希
だ
吋
1

守

マ

U
う

か

と

頃

河

川

1
匂
，
ケ
れ
b
b
.
4
仏
ぽ
ヤ
ワ
一
一

守
吋
荒
川

N
X
'へ
ど
ほ
ワ
け
か
と
た
り
ま
す
が
苧
に

q
3
E
A
I
s
-
n
L
-



一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

こ
ろ
う
が
猪
え
1

之
吻
守
幸
砲
を
吃
4
k

て
こ
れ
に

d
k
r
・--勺

f

一

;
竹
つ
引
'
L
6
2
吋
-F

之

8
、
?
?
土
ソ
?
;
で
て
て
b
1
?ー之一一

a
O
L
4小

K

つ
け
て
ぽ
こ
ち
、
り
ど
多
?
?
あ
マ
之
イ
ヌ
考
巧
炊
.
一
一

千
均
6
作

?
2
1
P
1
使

汁

6
吠
7

マ
ゐ
7
h

的
外

ι
につソミ町一

一

7d約
e

M

爪
娠
は
家
主
!
?
ι

殉
《
吟
丸
A
L
P
?
局
?
げ
晴
香
笠
一

-

J

 

「

え

浅

J
2
n
3
Z
'
E
五
行
為
れ
れ
均
川
ー
で

J1J一円
J
J
1
1

ゅ
f
f己一

「

r津
川
崎
川
氏
川
仲
良
見
附
及
川
九
九
ウ
川

jj-;河川竹ーそ一

一

i
t
J
k
たり

3
1

一一

ご
窃
(
、
教
示
今
ゑ

4

-

一

ご

、

つ

執

委

γ
k
れ
勺
希
治
的
禄
崎
す
を
縁
状
!
穴
喝
、
令
名
一
一

山
タ
(
及
、
符
マ
イ
7
3
0
，
?
依
句
、
信
、
情
勢
匂

t
1
フ
ケ
ニ
れ
き
町
場
t
i
-

-
引
品
以
れ
引
引
ト
同
引
川
釦
町
山
小
恥
引
か
刈

zm川一一

ιド
e

件
以
下

lv
欠
乏
苅
該
君
}

-圃圃

一

e 
u 



一一

a珂
け

μ

d

q

道
同

A
3

撲
秋
さ
れ
た
喝
々

K
3て
J

久
三
為
え
ま
l
Z
モ
《
議
叫
に
が
1

、
つ
な
イ
れ
、
沖
ゅ
は
、
つ
な
J

・t
若
乃
え
ア
¥
恥

?
3匂
ド
(
か
し
な
折
々
、
ヮ

fι

け
l
a宏

t
h
m凶
1

き

1
3
1
Z
念
例
《
制
唱
え

Z
，V

ヘ
ウ
ヲ
九
社
吹
釘

!
Z
そ
れ
ど

6
r
-
T
t
J、
j
l
k
q
れ
ば
f

本
弁
ゑ
ぽ
問

一十
l
l
i
l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-
-
-
-
l
l
l
l
iーー
ー

ー

ー

ー

1
1
1
i
l
!ーー
ー

ー

ー

ー

ー

ご

戸

、

令

け

ま

受

人

が

指

っ

ー

免

!
Z
之
内
K
A

匂
に
4
b
?
?
k
り
う
ヤ
パ
叶
，

エ

=

、

7
u
う
ふ
う
に
え
え
て
お

?
1
1

ご
丸
亀
(
毎
イ
小
布
御
前
，
A
}

阻
ト
・
鋳
ム
、
治
r
ぽ
す
ポ
ト
を
羽
市
化
す
え

d
k
γ
?
に匂守
r
-
A
Aず
宅

内

問
l
L
均
ほ
ほ
川
局
目
川

r
z
k茂川ーな川{げ
7
k
i
r釆

隣

寸

7
7
ヰ
を
え
ー
す
か
ム
へ
も
ハ
マ
『
『
内
;
を
果
的
、
芳
氏
側
引

一

川

氏

-
i
f
為

的

/

す

す

か

.

!

一

一
千
七
町
工
飼
弘
謀
長
ハ
ム
渇
俊
、
本

Z
v

一
一
同
防
即
断
配
川
以
品
州
市
隊
司
が
川
和
d
j本一刈

F

K

魚
、
?
と
の
ず
川
畑
一
ム
急

-
r
?
何



官E

H 

首

、.. 



島

民

け

μ

↓η
割

弱

ぷ

Z

Z

小
説
委
ι夕
刊
及
き
ず
m
千

か

え

て

列

記

b
d
乞
移
包
T

m

ギ
1
1
γ
旬、げ

1
1
4
h

J

イ
久
T
b
&
m
m

へ

椅

乙

《

佐

氏

Y
Z
A
S
リ

K
!
?た

t
Lア
均
弘

2
氏
、
川
パ
戸
制
す
る
珠
鳴
を

=
k

内
砲
1

4
伶

』

江

主

金

手

は

に

か

人

ゲ

み

ま

1zsdu《
A

閉
廷
に
れ
川
、
え
で
む

さ
J

守
1
K
気
る
ゑ
と
犠
奏
会
徐
氏
、
河
し
也
氏
元
ロ
な

月
ー
か

h
U
7
3
1
Z
『
由
『
『
に
如
、
宮
内
を
ゑ
す
A
d
J
O

司
守
あ

n
1
3
4
1

3
た
'
唱
者
均
に
付
1
3
1
之

7
よ
乙
氏
《
家
習
を
主
要
判
γ

一

校
釘
て
、
つ
久
人

:EMすれ
レ

S
乙
〈
あ
向

1
1
1
F
ユ、

tFZ
泉氏一圃

い
川
河
内
河
川
崎
崎
川
川
河
川
き
川
=
k
f
J
j
y
刊
号

7
j
h

こ

め

誠

司

泊

る

ナ

に

事
1

1

に
ヤ

Z
A
1
尺

J
h叫ん
レ

1
1

得
体
埼
B
p
d
2
m
g
に
関
1
3
!
之
川
市
念
伐
す
か
に

7
お
初
ー

丸
州
知
川
釦
利
引
U
U
T釦
E
u
i
A乞
判
iF

JT
長
f
E

翁
問
!
た
応
急
L
V

号
放
っ
た
v
寸
な
吃
ー
委



|均穐 ゑZ丞-ttこ?待た り>'¥..を 布
つ日

3A己t，.1.略行 か芝、も
?詰喝、 v.ご σ、之、 営
今千 込 定奇氏句

。、、
を
J-=. I ¥.， 

を
十、ー
3伎rちま

ベd I~a 若きラ 2、、 つ
み; ~t~ で ヴ 0¥ 1 ¥ " えな

ヴ

込た
4 

幼にご T二
， 1''- 問えた

土芝、， を2叫 吃1111 作
怜 る " 占7之ち 久 、私
込r~ I (j.、 情すり m 宅

，岡崎町田

を 了之主れ 19 
原羽海
得
。、 .~ たJ一 I ・叩合、時 之

竺 』t 奇占 海
今;;7 L 

r{. 
?表l
長

j名
f.玉、

リ 2〈 A を
にける ]D ミ

官う f式 な
て~ : 

為子会均..， ヲ瀞 SNZ海 之、a L ， 戸、、

1. ~ / ， Tて二 -同， 1 札?
昔ご守fz 11" 旬

H殉』 場)~....， I 、、
3た

市

112?重 ? E、一? ど 紛の i、..， てけ に しゐ!I ~. I ， -・-
之 年:i芝、ー

~r+ r ~ 間ミ}

II~tl ~' 今l'、 吟さ
く Tl ?め t

ず~ t左勺 z叶之" |仇昔、と:.. I ~ I L 4高
づ17 :' I ¥・‘ヲ

~ I i~. I~ zl フ句 だJふマ者九八

L 



. 
/ 

の 葬た可F ず~・:れニ
(~1 本文 キ t乙 にあ

℃ .... 四 f台ZZJ?r て""1Z吋 グ}jゴι 
、，凋~I ~ 

}レ毎 TJ; I } 、 p::; ずアF 

碕 7.1~ 1，ま 1て (A--1 1，1 ア 司~ 均台
千三 、，、1
t I 7 

l均 けを才叱J t 人!て

お 7ミ寸~11，1"孔
l三 之叫 を♂ 、， I -

(/¥ 
1->， 1'6: tii弗

ウ ξ 

的
fj. 

て き
初 作て 券 、1'Tな ?をIr バ零ヵ: 成 るけ

"Ð~ 手 賞乙負 争ぇ
づ。、 盈 1弘
奇 t

今 乙-壬~. 11:へ'¥1r~ 主主麹
キ'fl-..r
之、‘

争、}佐 i'-. 勺:
!く一 ~ * さ叫 《

前た民帰 場わ 芝叫 ( lま i手・士つ l Fm  が7-:.き (1 す れる な合主』

ま ~ T42《 取; 内 ず!、， 1か、う 必zhsc包J、3し、) K 今~、

3友どて ヂ2f 1j 乍学内戸、 守内
1~ .ヲ 5 を 、 ψ、、、 H
稼 ~O IA，きキ b 発

わ
之ミ、ー
芝、，た・

芸人~1 、反7 吋 f通? を L， tp ~ l'司
す r1 4こ語ゑミ 41‘くで 1jそ
，..，. 

を 今 -に語、~r 7ミ ':. I i.主

実
1737~ C埼 イ号 m ろ

てま a 4角

宮外者
君、・E
5ム

号象
事司、

経J

者T-:.二
1れる Z 手札弘之 今

-".. 



-
対
釆
号
、
F

ア
規
制
福
一

4
2を
手
・
ゑ
例
唱
を
す
る
ご
k
J
混
乱
合
一

戸
ゆ
同
は
河
川
山
川
河
時
四
閣
は
丹
時
間
山
ゆ
ゆ
川
崎
河
川
同
一
一

ず

え

れ

T
れ
M
M

旬
局
、
支
均
判
't

象
例
を
制
定
イ
?
3
な

r
m
裕一一

zι
拘
M
-
K
巾
イ
ル
ウ

7
1ーグ均一
i

除
問
1
1
いふ
1
1
1
k
l
l
j
k
町一円一一

て
や

n1311

畠

川
院
比
ゆ
け
凶
河
川
河
川
内
り
か
は
る
媛
主
/
，
、
札
制
川
崎

Zι
直一

、
り
匂
バ
ザ
か
雄
併
長
。

!
hむ
の
で

y
r
J
q
h
d
和
マ
4
4

次
咋
石
弁
!
J
7
4
4

こ
ま
ゐ
ソ
て
け
た
と

vh幻
T

ラ
急
処
丸
一
-

は
及
川
岸
嶋
崎
沖
川
正
『
1
1
1
1
1
1
1
-
l
l
l

手
J

二
円
余
禄
埼
宮
司
法
弘
ぽ
弘
一
ろ
イ
仏
首
で
♂
引
く
り
参
t

k
，
-
7
ん
之
ゑ
る

JFT?表
受
J

A

J

庁
発
!
対
米
を
動
説
刊
す

次
々
が
7

叩
!
日
/
、
持
た
れ
戸
め
が

ζ
y
r
J令
1

ず

り

か

な

る
4
河

川
川
川
川
川
医
は
川
げ
河
川
浄
枕
崎
湾
同
一
弘
山
l
q
i
j
?

喝
う

FJ--J---れ
な
か
?
氏
、
げ
ゆ
か
け

/
c
q
〈

有

吃

委

後

K
S
Aハ

合
R

h

q

ヒ
H

窓
島
岡

L
ミ

、守、



、



ニ
れ
啄
キ
危
v
k
b
ず
が
(
パ
肉
強

p
q
♂
別
式
け
を
す
が
、
む
と
-
-

m川
崎
阿
川
附
判
断
げ
川
町
品
昨
刈
叫
恥
川
r
F川
仇
帆
一

を
務
ず
る

:rfu'〈
け
ま

171

一一

噴
喝
な
司
令
才
的
弱
!
長
代
恥
か
れ
ま
(
フ
ケ

8
ち
ろ
ん
イ
好
一
一
一

ず
い
軒
丸
え
て

f
p
J
・7
7
V
d
p
ι

そ
の
も
〉
プ
埼
弘

z
i一一

げ
院
比
何
深
川
河

rほ
ほ
ピ
伊
叫
が
i
f
γ

河
川
河
川
川
河
川
比
一

r
ム
リ

27!な
、
h
f
i
叫
二
-
れ
こ
そ
飛
付
加

ιι

ブ
7
叩

3
tど
ニ
う
プ
と
ご
一
一

P
け
ま
1
2
、
ぺ
・
ん
信
良
炉
ず
わ
け
り
か
よ
そ
ず
っ
く
る
鋭
、
も
湯
ず
す
一
一

わ
け
り
か
肉
惣

5
均
浮
:
え
ま
V
へ

ん

一

一

M
K
L

向
洋
ど
ア
ど
け

3
7ず
探
崎
右
ァ
a
m
愈
乙
設
の
御
礼
凶
v
t
=
一一

t
判
単
一

17J52|晴
崎
川
岡
阿
川
防
同
町
川
冷
却
い

な
4

い
れ
本
柔
々
、
つ
叫
げ
か
執
念
事
終
認
に
扱
3
7
2
J
泳
場
事
A

芳
首
仇
合
殺
に
加
、
え
て

J
¥
K
2
け

2
1
K
ご

k

に
対
!
フ
え
ま
ね

て
壕
乏
な
る

f

と
ゑ

!
3匂
μ

台

百

九

日

H 



。

前 . ， 
:L 

事ベP ~ も 8受J明， エョ 受fa |観客
g、
有
可、 1みL 拘L笠

でt

考
つつ 鳴j

之 a 惣ぢ
だA f わ

I神柔
手?
キペ
'{ 立議:よd耳 1F9 5重 ふな之情 之、，
れ?宅 で 性品 を 4内進

、T 、
2ち -
介U 現.)I.J、 f問プ

、g
了て二 、え海

勢 T 
完工 1ぎ h 実主--a" ，， 2明y-. J) 今--下 zr }く 3γ R 、、7II' う 判 渇ミリ
ゑ

。、 ， 1; きち で 1.-17 t苫 かー
支
1、イ表 、11-1 

忽 管7"1'， 業イテjrcf つ 亀治、/

考
、y

て7t. 予皇 各1ミ て あ渇出予長 4 れ 渇 え-h ヂ了 1-; 九 d、
づ (4l!l J61 を 可、， 、国~、

i ~ り '6:" で?|ごと 家 民主調
受
， 
7ミ 、c《 3す

、
を 4内 、 7 1、 え，
)fil 
之 つ~ の

-t! 叱品 3方、 、y と叫 H 
~" 有 .....、 F制

止守 今きTてL、町
かある だA芝、s 1戸、 ゑ

7 
る 7・司~ 功、

を 1.. i戸、、 ぺ""I ， ! 
と得前 ~ H 1 、F
fえ14 的そ了、
為 対 1-52a ...，; 平 一

Vて ず
.h. 

1うZ 
It ~ 家

がも ~'ぜ1 4r 6 
念 パ を K 



す

4信

芳
、
う

V
7
-
-
と
を
す
る
《
ヲ
ワ
マ

q
q菜
ム
ヨ
停
が
芸
家
例
婦
の

例

え

と
J

う
:
ど
玖
く
れ
初
期
け
1
之
お
る
攻
券
で
♂
相
〈
け
る

九
け
げ
に
w
w
Kほ
片
け
同
ほ
川
崎
河
川
河
川
j
川
河
川

d

m
者
y

町
符
J

九
ー
と
な

4
1
mも
k

d
宋
氏
象
例
制
つ
え
、
ず
々
を
冬

型

!
Z
リ

3
次
券
.Y
二
~
シ
パ

3
可
μ

ニ
毒
舌
姉
崎
製
考
対
策
打
ち
、
令
わ
て
'
b
ふ
め
を
き

K
-
7
れ
が
話
題
一

に
列
、
り
な
か
?
に
L

E

J

、
?
怖
詣
拘
引

'kZ二
3
匂
F
F
党
法
ヘ

r
q
手

m

際

1
1市

tzし
ま
!
フ
ケ
ヲ
ηγ

ム
序
!
フ
¥
2••• 

2
か一一

ら
号
、
テ
、
対
象
牙
.tfね
!
之
ゐ
う
す

1

一一

引
配
叫
ん
同
乳
れ
礼
的
i
h
w
u
k一ゲト
-ijt-

u
j
z組
む
付

ru町
九
材
釦
七
十
ド
ト
引

u
r
L
4

d
M

乞
マ
V
A
U
=
れ

K

明
金
一
ー
で
い
う
い
う
辞
1
1
に
イ
J

ま
1
K
ゐ一一一

脅

2
ク
之
、
万

'zJ73
例
J
E
F劫

HJJ1τ
と

入

橋

K

キ
イ
斗
プ
考
抱
一
一

手
務
庁
8

暗
殺
げ
-
F
K
4
6
市
!
長
代
市
町
の
た
め
と
う
ご
た
ど
一
一

古
伺

hu

伝

脚

監

E

R

L

£

一

回

←一一



割

問

け

μ

4

q

巧詞

川
同
川
陀
川
河
川
崎
比
削
げ
ば
滝
川
伊
川
崎
K
1
1
冗

行
政
を
俳
句
ぷ

(
!
Z
今

7
f
L
Mり
3
1

。
三
雲
(
る
持
!i明
日
川
河
γ
l
l
l

た
だ
け
ま
札
制
明

7
幸
市
例
v
q々

を

リ

た

だ

き

ま
1

マス

有
が
う
ま
!
た
，

条
例
を
制
え
!
フ
¥
安
誠
司
戸
司
会
矢
化
!
之
(
ま
う
l
E
J

、7

ぞ
れ
F

勾
タ
パ
刊
、
プ
サ
キ
q
匂
ド

L

か
し
な
ゲ
っ
た
ユ
宇
佐
外
L
C
J
7
?

む
訓
訂
劃
叫
町
叶
釦
川
和
山
川
町
川
U
U問
創
叫
が
£
悩
む

る
や
そ
れ
か
糸
川

U
U川
引
引
町
釦

ιι
引
引
組
州
制

fuu

説
明

U

守
ナ
与
表
と
き
2
1
之
ぽ

T
今
何
核
勾
4
だ

3
Vま

!

た

ご

島

守

2
く
ー
の
あ
拘
/
す
す
が
こ
め
い
ま
ヘ
ロ
つ
リ
マ
芝
、
ヮ
に
今
吹

句
研
弘
左
右
励

J
U
K
1
R
J
r
g可

努
ヨ
表
に
づ
3
3
1
て
ゴ
教
諭
d
K
1
之
内
キ
ポ
、
r

ア
均
勾
笈
P

者
懇
ヒ
L
ゥ

K
-
z
d
み
知

!
Z
イ

H
7
1
1，
た
だ
す
・
払
切
に
へ

A 
Z 



一

帰
羽
山
乙
か
、
つ
千
ゑ

7
・h
4
m
に

A

ケ
イ
ラ
芳
弘
m
を
取
a
q
f
s
d
!
フ¥一一

令
市
?
引
4
E
E
J
l
L引
む
平
町
;
配
や
羽
川
一
一

名
作
1
3
づ
た
か
ど
う
か
.
お
そ
、
っ
く
な
コ
ゥ

7
リ
な
J

，
こ
の

J

う
戸
削
一
一

り
て
ゐ

?
3
1，
そ
れ
か
、
つ
芝
、
つ
に
伝
椅

k
l
z
m
?一ア均一一

mm鶏
J

弱
惣
に
す
が
い
か
・
6
え
れ

f
t人
が

人

特

m
張
氏

T
A

一

司
ど
溺
フ
て
ゐ
う
と
り

L
7
a弓
苛
的
孝
、
吹
が
み

m
怠
に
司
、
つ
な
か
フ
一
一

た
よ
う
戸
胤
わ
て
お
う

1
1
私
の
ら
:
表
内
ゆ
え
れ
を
祐
司
椅
ー
た
一
一

ー
の
ヴ
ピ
ミ

:

1

1

4

一一

等
そ
ゑ
啄
今
後
《
向
惣
引
え
ど
れ
J
4

け
ま
す
し
キ
・
'
E
私
さ
人
守
め
一
一

向
岐
川
直
陶
川
沖
K
K
1
3
河
J

i

l

l

i

l

i

l

l

-

」一

一o

有
手
私
む
訴
長
(
ム
叫
ん
後
ふ

Z
J

一一

ず
わ
4
u

に

得

時

晴
J

歩
調
訓
ヲ
ム
存

K
A引
に

S
う
活
経
戸
え
の
た
L

F

o

h

と一一

丸川

3
1味
噌
宮
か
・
弘
行
k
J
、
7
日

目

k
f
z
イ
4
M
m

、
公
的
戸
、
ム
か
ヴ
一
一

'
た
勾

p

d

hゆ
け

か

sど

.J17朔
褐
喝
γ
す
げ
れ
わ
』

6
.
3
ノ
4

y

l

一一

1

1

1

1

出

i

E

i

i

目-一

P 



)

一

一

創

H

4月
選

同

一

A

Z

ぃ司

ーラ

!
?
?
5
帯
弔
κ及
討
ず
あ
り
司
令
符

k
n
筒
、
攻
化
d

じ
が

i

一

?
?
ソ
7
9一
知

1
γ
b
Aス
d
t

乙
?
?
よ
う
な
る
薬

q
2
4
8一一

ム穴

qす
な

ん

?
7
Y
3
友
弘

T
sとう
品
。

2
J
弘
!
を
!
に
一
-

U
川
町
向
品
川
引
い
引
川
下
川
引
む
川

U
U一判かれれい九一れ引一一↑

い
'
』
こ
か
問

3
7
z
聞
か
M
ご
く
れ
折
る

4
ど

q
h
u
り
か
よ
う
ふ
、
フ
に
色
一

《
U

之
白

7
1
1

一一

o
d

で
季
五
骨
格
1

M

h

老

一

一

〈
に
お
)
寸
込
・
綿
引
く
ご
シ
パ

1
7
r
t肌
m
怒
号
句
、
考
ず
間
ダ
~
一
一

ウ

て

れ

れ

7

3
匂
p
h
刊
慌
の
う
啄
ど
知
多
け
り
た

1
3
1
『
く
れ
ム
リ
ド

t
一一

3
4や
た
だ
↑
弘
司
氏
茂
崎
事
ず
ム
下
手
攻
守
広
諸
叫
に
ム
局
ベ
ム
一

れ
た
1

方
々
の
ご

-
4
7
W
λ
?か
初
、
ヮ
内
ゆ
か
え
，
均
殺
さ
人
司
令
て
一
一

ゐ
、
ワ
h
m
k
ーか

P

う
か
縁
長
啄
知
7

ぞ
れ
れ
ら
れ
た
と
た
り

3
f
p
、余一一

識
に
ふ
局
主
れ
た
、

3
二
怖
か
っ
乏
令
乙
長
め
ι

間
安
.
金
一

長

代

短

A

込

活

ぽ

か

J
T
b
p
イ

℃

み

m
か
、
つ
槽
快
晴
者
州
ゲ
ム

k
t
5
7一一也



8 1 

l 

o
J
-
t倫
明

(

こ
主
主
教
会
祖
母
ま
ー
た
か

da句
m
W
3
け
ま
1
k
h川

町均エ御礼

L
M休
み
〈
i
h

羽
侠
反
落
v

球
埼
タ
d

《
祇
J

務
川
明
け
た

1

ま
叫
ん
，
人
椅
湊
関
係
J

乙
か
、
つ
ベ

ズ
ニ
プ
均
株
4

2

6
氏
、
河
合
保
晴
ー
す
と
け
、
7
ょ
う
な
お
川
!
?
川
ブ
ゆ
一
一

川
た
(
含
，
M
t

人
ど

1
K
=
K
8
e
!
1
L
ゲ
'Zす
ド

升
!
誹
!
久
志
}

門
川
医
(
ま
ー
た
，
;
・
か
勺
佼
時
-
全
に
湖
一
一
一
四

lh-持
a

""'-，~，、九早で曹V場町』 町て苛布切""'""""炉予桐揮噂齢、ーヨ闘蜘旬..  縄梅島 町 干会

イ
司
1

0

J

f

f

豆
沼
ハ
附
u

一
れ
え
忍
)

戸
山
崎
断
浮
い
川
崎
臥
白
川
目
崎
比
恥
伊
川
開
直
九
川
ι
土一

た

;

ず

4

八
件
系
芝
一
れ
て
や
句
/
ま
!
フ
k
b
h
f
?
っ
k
e
-
-ヒ
イ
J

一一

昨
川
県
川
均
一
河
川
川
川
山

W
1阿
川
渇
-
K
1
1
?ゆ
ゆ
か

芳

1
.
4
L
プ
a
d
た

幻

討

す
F
A
d
f

匂
に
フ
ソ
て
の
み
附
句
門
か
ま
時
代
げ
呼
け

川
市
内
は
け
か
も
、
r

プ
を
ヰ
バ
入
ー
仇
て
!
国
次
i

w

A

物
体
て

古
R

h

同

じ

H

E

R

.

L

=



;
ト

l
!
?
i
a
u
昔
日
ー
当
時

-4ill

-
ュ
プ
喝
の
d

蒋
ム
能
番
付
の
き
今
引
く
あ
?
丸
二
子
げ
?
な
入
d

mk防
防
防
崎
川
医
門
爪
時
比
九
阿
川
河
陀
川
川
局
川
市

命

1
3
4
7
4
1
《
使
金
、
考
汽
的
問
題
K

つ
サ
て
キ
容
に
プ

b
!

皇
、
氏
な
7

て

お

ラ

と

り

う

--m
卒
、
失
を
守
合
下
各
局
ず

7
・a
勾
保
政
側
一
一

h
r
k山
川
河
川
川
市
河
川
川
川
川
-7河川トー
isilli--li
一

た
ま
た
ま

d
w
a

可
申
《
を
ア
キ
問
題
場
数
、
広
F

次
長
先
で
一
一

花
。
系
を
灸
イ
1
3
!
Z
脅
J

寺
/
ゑ
!
羽
殺
委
と
か
民
生
手
。
実
ふ
-

K
嶋
崎
防
関
係
阿
川
い
峰
欧
同
九
津
川
内
ゑ
河
内
向
精
-

ほ
阿
川
崎
隆
崎
川
げ
川
川
団
体
い
明
ー
唆

ι河
川
あ
ぽ
ゆ
円

r-

」
山
崎
吋
川
河
川
崎
山
r
j
μ
円

A
b
b
f
A
川
町
問
題
府
ム
戸

わ
ヴ
ど
‘
(
か
レ
ほ
ど
っ
札
予
更
に

TY
て
q
u
pサ
詩
か
、
つ
け
?
と
い
乙
う

ロ

b
P
7
T
7
W
M
な
け
ん
た

t
z
v
?
ご
ど

m
2
F
7
F
♂
引

J
t
y
d
l
k，

う
よ
う
い
し
街
ム
針
写
会
第
ペ
市
札
一

2
4
7条
!
係
長
4
D

弘

之
て
岳
、
り
れ
ま
1

て
め
そ
ご
の
取
J

叫

f
n
l
K
4
7
・
を
ソ
マ
け
る
へ
た 1 

‘一

， 

j 



A

久
丑
ム
ぽ
?
で
か
片
山
川
向
惣
々
へ
グ
一
こ
れ
に
対

1
Z
制
政
主

義
穴
号
、
安
弘
前
d

わ
?
勺
く
?
で
a
D

「
ム
ち
お
た
う
引
く
象
ー
土

ど
'2

の
K

何
ょ
ν

と

V
7
5
7
方

K

4
刊

た

な
J

ヤ
が
λ
A
F

フ
で
か
か
一

1
1
1
Jげ
つ
ゆ
成
時
伊
川
町
川
7
1
l
k川
7
1

号
会
d
n
-
i
l

て
ポ
o
fめ
2
ζ

こ
守
的
強
ハ
ー
で

j

ら
う
ふ
M

V

d

あ
り
リ
A

つだ
t

ど
り
う
ふ
一

、
?
代
っ
て
お

1
2
t
'
y
a宋
ゑ
例
判
的
懇
ァ
L
P
N
F
3
7
γ

丞

で
'
D

二
例
問
麹
ア
綜
錆
ピ
イ
ー
と
て
て
う
つ

-zk
な
〈
盆

均

m
Z、r
プ
弘
w
c
a
4

チ
実
rn
詞
む
た
な
・
ワ
ボ
ー
々
、
え
方
が
章
受
フ
て
4
λ
d
一

勾
で
ぽ
な
リ
?
私
ぽ
胤
か
す
す
の
ノ
ザ
く
今
発
ー
ス
紘
晴
海
寿
A

キィ一

エ
ア
喝
の
、
実
鴻
を
条
内
全
守
に
詞
z
t
7
¥
ぞ
る
t
と
J

う
ご
た
グ
妥
左

例
を
制
、
え

z
tる
に
吟
F

F

づ
《
ポ
ペ
、
/
ト
K

な

n
f
q
!
な
け
・
九
%
か
ょ
〉

I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
ぺ1
1
1
1
1
1
1ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

l
l
i
l
l
l
l
l
i
lー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

l
i
l
l
l
l
l
l
l
l
l
lー
ー

ー

ー

ー

ー

パ
ゑ
え
る
、
わ

T
Z
V
士川，

3
1，
一

を
う
け
う
い
呉
川
ζ

後
?
方
ザ

γ
勿

J
7
2
ふ
ー
で
け
リ
ヒ
F
3た
け

，

一

.
中
.
長
コ
ん
t
と

り

た

{

3

1
て・
5
へ
椅
A
円

、

f
m
h
q
明
ゥ

Z
T
H
n
l多

7

出

i

J

E
川

町

長

U
町
|
一

a
l
L
t
t
i
l
-
t
j
?
?
i
i
l
'
L
r
I
i
}
?
}『

6
!
l
l
l
;
i
p
B
Iト
ι
!
i



創刊

H
4
4町
選

嗣
i
i

必
司

か
り
む
認
め
乞
ぽ
ど
か
、
;
弘
巧
ど
?
市
民
を
市
街

Z

Z
パ
あ
そ
こ
に
作
ヲ

K4u?け
、
?
:
ど
へ
鴻
時
人
た
乃
司
角
柱

K

お
ソ
て
1

ゆ
か
め
荒
川
心
得
・

2
1
之
ゐ
A
d
t

ヒ
リ
う
局
家
代
な
る
の
ど

見
次
回
時
時
比
河
川
岸
防
怖
は
け

d
r明
向
ぽ
防

本
う
よ
う
な
者
J

宇ノキ
f
h明‘
k
h
J
U

者
1
h
u
J
内
守
山
引
な
け
，
レ
ク
レ
!
句

、J
戸
、
ぽ
な
J

と
け
っ
こ
ら
劾
ハ
パ
入
れ
て

L
局
り
!
た
け
と
丸
刈

1
1

4

炉
ぽ
禾
味
崎
君
採
状
に
ち
で
喝
破
e
m
務
攻
み
た
を
表

1
9す，

e

羽
織
至
急
組
事
材
、
旬
右
)

れ

打

げ

M4V7け
や
ヘ
(
才
の
す
ド

走
攻
略
奪

2採
択
止
決

L
易

勾

に
μ
明
石
川
た
(
意

7
=
k
k

l
i
J剣
山
下
十
丸
町

i
l
l
-
-
-
-

(
づ
翼
リ
訊

σ
し;・併
l

J

ゑ
為

2

0

泌
納
長
(
多
溺
毒
液
、
問
!
?
A
~

要
請
な
し

k
h
w
A
Y
T，
ょ
，
て

f
f
・環者
9

d

，抹

2
K
一
関
仏
ふ



.~-咽一

議

予

ふ
タ
勾
パ
媛
~
何
唱
す
る
『
ア
と
代
決
(
ま

1
k
a

挙
時
保
物
ば
け
た

!
2
1

キlキ
?弘前

7
r
吟

J
f

吟
タ
y
f

w停
泊
凡
~

ド

勿

寿

旬

戸
タ
d

刀
別
表
浴
、
司
事
局
)

洋
時
川
い
ふ
内
閣
1
欧
同
防
均
一

L

係
怒
鳴
に
引
う
免
き
、
広
軌
を
明

3
8
1

G
M
-

経
手
J
f

一教
h
y
o
Z牙
/
均

β

を
券
多
売

?

d例
動
惣
に
筏
!

イ

1
(
タ
a
弘

政

弘

)

34答。
f

巧
崎
山
以
ザ
味
川
W
1川
南
崎
川
冷
円
筒

1
M
品川一一

閉
す
る
キ
決
処
指
m
『
が
み
附
在
、
本
め
?
-
を
F

い
つ
ソ
一
一

品
目
白

L
H吋
レ

脂

v
e
s
R

置

st喝



予

創

d 

司

道
陣

A
3

づ
え
時

刻

字

r

今
及
ム
旬
!
邦
弘
す
稼
総
計

2
7
9
a

教
名
に
づ
け
て
，

術
活
玖
人
続
、
臥
事
前
恋
心
『

μ
l・h
・
闘
す
る
タ
巻

町
川
応
弘
司
会
p
d

《
従
ム
バ
つ
サ
て
，

。
卵
吹
(
小
、
弘
、
れ
湯
川

N
Z
)

知
枚
各
芽
r
d
勺
に
つ
サ
づ
/
¥
例
弘

M
d
w
た

(

3

1

1

i

茅
作
ぽ
命
!
量
れ
そ
ニ
タ
!
?
針
表
エ
妻
!
《
弱
妥
契
約
戸
、
作

1

zd
寿
弐
外
人
ゆ
プ
二
、
ア
け
・

1
7
F
こ
れ
守
色
な
法
?
匂
え
イ
1

丸
条
易

ー

〔
J

加
配
和
町
川
和
川
計
れ
れ
叫
鵠
ふ
例
|
松
奈
川
川

uiv出川
U

き
と
り

77hkrご
プ
ワ

3
1
こ

れ

を

川

た

ー

た

の

寸

泊

三

万

術

舎

私
タ
マ
す
る
わ
寸
で

rry-m-fイ
?
制

N
Z
伶
に
勺
さ
ま
l
z
q
-
r
f
官・年

町
川
弘
船
十
余

luu付
?
釦
判
丸
紅
川
u
h
E叶
wm

で
ご
が
く
叶

1
1

級
い
必
ず
手
玄
u

牧
冬
一
号
毛



F 

。-
$ 

必
ず
{
今
、
皮
炉
、
河
今
魚
'
?
，
、
ご
削
〈
け
ま
1
k
p
キ
希
1

K

契
約

5
7

学
り
す
ー
で
私
仏
!
た
え
/
二
、

r
vす
す
μ

キ
ニ
!
?
例
j

き
得
て

'
M
?
1
7
b
J詳
の
礼
的
可
に
お
さ
す

lz
務
委
g人

Y
Mぽ
1
1
k
p鴨川伊
-
h川
ぽ

ー

ヴ

五

イ

及

川

?

ゑ

々

々

足

ー

す
3
た
め
に
専
決
央
布
き
り
た
し
す
1
之
宮
千
株
老
教
孫
4
1

k
k
r
偽
わ
千
万
巧
戸
、

8
4
t
契
'
灼
き
り
穴
!
た
ー
の
司
1

引
に
ど
シ
け
ま

す
h
f

札

L
c
t
'

執
ゆ
川
町
同
崎
阿
川
内
庁
川
河
庁
以

M
阿
川
川
崎
咋
川
崎
岐
川

ふ
り
る
戸
支
介
判
/
¥
ジ

T
け
ま
1
フ
¥
ω
~ガ
匂
沼
ゑ
手
z
w
d
f
久
本
保
り
宇
一

泊
吻
仇
私
、
え
ιζ

窃
!
{
容
す
え
ゆ
受
次
綾
n
j
剣
ー
を
!
た
J
o
m
代

川門川
F
E川
配
川
間
E
E問
団

代
一
教
ち
す
る
t

どりう
M

地
支

p
u
r
u
γ
す

1F

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
1
l
j
l
l
i
l
j
ーーーーーーーーーーーー
l

i

ーl
l

ーーーーー
i

判

澱
号
墳
《
市
民
字
J
!
之
教
争
業
と
サ
た

{
3
1
2
J
長

1
7
5
r
?
U
C
4れ
れ
引
糾

Z州
民
主

γん引

台

R

h

日

ド

ロ

藍

R

L

一定



。
4こ . 

7 事ご才昔、1芽 ‘" 教ゑヘ 、‘唱 ゑ交 に:h.一 ‘・~;，T取主 -れ 2民 3寒芝吟 . 生ヘ 窃ぅ・-
場，r 
。
/民 、語フ II~ 決二、，I ~ I ¥J 1、
券 イ

等芝、Bでま坪 だA -ー町、 終 方ヴグ} ~ 

-i 
dF，'dw ' a・
1a-r、1胡 tf 実史』 有 不年 1守之、、

旬 喫、司 1モ42t， )~ ま~ 六~\II 1. 
3弘
'下 lく

、1 ζJ党主 き，
生 7之

等044A品 £ ，ー:::; -今
か議司

窃 忍 〉欠 之、p

がう涛
::;， - 議 すrI t7'" まT 利

事哉ち 11Z
咽同" (ヲ(".1ー-
な狗 主勢

柔 l、キ tL 主義
3f 

ゑ 7 1キ
《 主鞍良 ム叫 ヌLZゑ自
喝 ;3終 方、 1戸、

ヂ
， ち 告Tパ H港 K73

、
つー一 -=お

と教?殻彦、 る
百
る 脅さ司

資
と :::::; 

、)I I ~'I f 、，J1) と
.-

た与KZ イ 'T 、? 千 ，，，，-ま

を
回~

111語家
内

会 1 ち T21 
1 1 1.1:で i仇 今 '6: 

安 7守二 4之 -/ I :I-守派 .，，，， . 
壁、。-園町.

1ま 7j ， j;し 内 之“ キo)1， 



m-と
人
ど
、
市
1

岳
ハ
そ
、

-
8
1
《
市
川
船
玄
吠
に
終
?
で
お

1
3
7

そ
れ
r
F

問
弁
一
1
1
h
s
m
i
7
F
中
小
薬
品
に
と
3
4
H
A
d
わ門・・
1
ど
か

r

W
1
1
 

岐
川
〕
川
ー
昨
日
川
川
:
川
況
は
い

74151wm-泣い
的

V
J
へ川

寸
K

M
バ

7
て
L

り
2
匂
e

、
切
か
、
り

m
わ

奇

rb.3
や
す
券
報
か

ら
の
偽
入
金
が
三
千

z
aゑ
γ
人
d
A
t
釘
ゑ
枚
五
ぺ
ゑ
千
五
加
今
イ

九
不
零
筑
ゑ
'
m
危
う
れ
物
ペ

t
ー
で
鋭
校
ム
イ
A

巧
二
A
r
d

-
今
、
及
的
吹
入
に
な
7
て
ら

?
3
1

渇

入

金
m

d

t

J

〆
f
z
a
3
F
f

へfm
と
申
1
1
3守
A

w

h

w

S

F

巧
抗
日
7
向

戸
、
埼
H
l
ま
!
フ
九
二
れ
を
2
る
さ
か
司
え
.
君
事
う
か
え
で
h
考
リ
ま

l

k
A
/
一
守
三
γ
J
A
mゅ
う
ま

l
z・6
乏
れ

t
e
z
a
M
m
?か
、
九
た
銘
匂

々
qJJF
千
百

2
7橡
作

寸

二

れ

か

右

計

に

な

7

マ
4
H
句

fa

ー
な
イ
打
女
弘
品
、
れ
ー
に
つ
き
ま
1

て
ぽ
毒
1

務

委

二

百

ち
T

a
t
f
f
に
内
灘
ゑ
安
K
1
て
集
会
噺
ゑ
と
イ
之
?
乏
苅

h
R
R
h
u
E
M
F
B
R

直
去
ゐ

予



創

刷

汁

μ

d

月

道

関

A
3

に
づ
き
ま
!
て
ほ
p
m
l
&ハ
〈
ニ
タ
1

《
明

ミ
nM仙
狗
う
《

Z
一
発
a
r
t
P
6
な
6
《

一一一一-一一一一一一一一一十一一… e_…白守一一一一

『
主
人

γ
イ
ゲ
孝
景

説

明

入

委

k
-
d一刻
d

一
寸
ご
引
え
り
す

1f

次
に
涜
喫
'
会
A

殺
刻
表
ど
い
-
P
リ

2
す
が
二
れ
ぽ
る
外
!
制
局
私

を
え
れ
き
セ
れ
ど
れ
ほ
弘
刊
行
、
タ
褐
)
;
の
ご

Y
Z

到
均
一
万
千

?
4
a
必
ず
可
と
な
7

て
&
?
キ
少
す
か
ニ
れ
改
変
an

皮
に
殺
?
蹴
却
す
a
b
的
l
d
/

匂
プ
を
け
す
す
い

ー
和
町
到
し
U
W
叫
U
十
次
配
川
町
引
E
f川町
2

併合組

1
4
T
A
Uド
七
役
A
釦
?
?
広
的
可
同
{K1羽
左
叫
劃

!
?
す
配
付
配
引
な
色
町
k
u川
1
1
W
Cー
に
校
対
埠
釦
一
利
引

V
7ご
k
ど
か
か
叩
ー
で
あ
n
1
3
1ド

Z
L

れ
か
、
り
。

γ
ェ
キ
ー
ゑ
の
事
!
柔
ど
が
-32す
ず
G
7
4
キ
f
e
R
m

F
4引
町
下
町
れ
れ
配
引
払
釦
た

mm矧
紅
i
L
U相即

な
、
ワ
け
ま

1

z

h
さ
め
た
わ
汀
F

で
♂
ど
り
ま
!
っ
K
2
7
M
g
イ
ロ



ま

!

之

ぽ

場

8
別
に
ふ
朱
、
丈
.4
ヘ
に
か
か
ザ
フ

L
7
2
1

手
Z
4
k
w

兼
務
A
7マ
え
受
と
!
て
主
札
イ
鶏
入
山
工
品

7
濯
め
た
7

3~
、
品
川
等
に
お

?
Z
7
7叉
!
た
わ
ヴ
プ
、

y
r
Nソ

2
1
以
下
知
か
く
一
一

校
入
及
、
ム
《
両
ぽ
吻
d

ヲ
に
よ
?
で
御

3
与
り
ゃ
い
だ
き
た
け

k

たけ一一

1
1
u仇
上
ど
弘
巧
在
、
終

n
1
1
1

由

。
議
長
(
き
崎
勇
布
、
伺

1
2
)

一一

ホ
れ
ぽ
か
内
j

け
リ
化

(
1
τ
μ

百

キ
制
収
名
、
案
作
を
ふ
弘
す
予
三
島
に
伽

7
Z
M判
官
m
n
f
ま
支
払
一
一

一

(

正

弘

な

し

レ
t
，併

1
V
4
m
あ

7
J

一一

す
議
長
名
A
W
2
湧
巧
、
叩

zv

一一

実
J

泌
到
な
し
と
ね
秘
的

3
1
4っ
く
宏
教

3
柔
仲
1
q
が
誌
と
次
、
え
一
一

2
れ
ま
ー
ペ

d
M

殺

第

三
(B'a 

予

弘
司
'
柔
葬
5
7
℃
弓
馬
』
気
動
婦
と
け
た
(
牟
の
す
い

す
円
配
制
ぺ

ヌS
F
V

、e
h

F

4

a

胃

Y
B
4

一一

宮1

u 

巨

k= 



ー

l

目

白

U
1
a
ι

4

・
弘
一
家
券
J'f
毛
布
昭
和

7
2牛
い
す
に
女
狩
?
?
均
ネ
ラ
一
ι
句会一

例
に
閉
す
る
会
一
例
m
刻
、
え
に
つ
ソ
マ

。
入
象
!
詳
ふ
ハ
ヤ
沃
£
埼
忍
)

説
家
葬
卒
者
に
づ
け
て
例
弘
司
?
と

u

i

i

恥
J
W
換
の
均
ゑ
守
お
に
つ
3
3
1
之
沖
暗
号
a
v
q
翁
ゐ
内
ゐ

3
7
ヒ

V
7
4
が

委

寿

会

例

で

ヴ

r
x・4
1ニ
れ
を
る
ゐ

4
7ゑ
之

旬

、
ウ
之
女
衿
り
た

15.
ご
う
叶
う
す
=
針
p
r一
雄
ー
た
わ
ヴ
か
ご
一
一

芝

叫

す

句

一

回

こ
れ
的
対
ゑ
ー
と
な
ス

dAPS
♂
敬
恥
奏
者
向
的
吟
刻
恥
来
帯
血
一

z
a欲的
H
向。
aス
で

ご

r?τ
川
会
例
ユ
)
ん
か
、
つ
け
た
一
一

ι
3令，

t
z
q
J
今

q
aず
売

れ

T
れ
茅
戸
港
寸
司

f
ご一一

P

け
す
す
の
ど
々
ノ
及
的
行
d
-
-
J
A

均
ム
v
q
z
dソ
爪
浮
か
、
ワ
一
一

み

a
Z諒
1
?
の
と
て
ち
問
A

私
私
ι

問
的
v
h
J

一
じ
て
三
銭
棺
パ
一
一

お
げ
さ
お

n
I
1
1
み
や
司
弘
全
戸
忠
弘
'
!
穴
埼
右
啄
命
勾

副

副

副

割

引

町

副

副

町

制

副

mm副
副
副
田
副

mm副
町
制
町
田
副
副
割
引
副
田
町
副
劃
郎
副
副
劃
酎
郡
劃
劃
割
郎
副
l
l
l



j手明‘

4
'
G
ム
イ
み
に
な
る
の
イ
f
C
J
L〈
け

1
3
!
7
J
r・
骨
耳
爪

L
'
Fリ
h
v
n

司

禾
渇
q

均
右
q

h

1

・
点
《
予
豹
‘
tp
有
巧
朱
荷
内
A

均
九
伝

q
d〆
戸
れ
刈

ιι
け

う

こ

を

に

な

『

づ

え

4
H
h
f
守
の
す
え
く
象
矢
ー
と
り
が
い
-
{
ま
!
ぞ
私

ぇ
!
K
4
勿
々
に
ご
う
け

1
7
1
Kい
な
う

b
イ引
1
1
1
?
2
1
1
す
十
一

。
弘
ふ
{
名
前
2
4
伺
浴
、
卸

1
2
)

J
Z
家
に
づ
き
ま
1
7丸
御
要
疑
ご
相
，
t

ゾ
す
乍
ー
か
9

一

h
qか
q
l
け
た
(
;
す
μ

一

素
案
J

言
及
、
家
生
う
可
玖

?
?
E
J
h
例

1zu明
あ
り

Z
ぜ
ん
¥

〈
「
事
裁
な
ご
み
1

日小

4
泊

z
m
j

。
説
明
義
ハ
タ
d

必
要
不
伺
!
君
}

dpJ
払
聞
な
レ

t
誌
め
多

7
，よ
y
て
ま
案
可
及
家
-
週
内
l

可
決
ミ
伺

ま
!
た
，

バ

ロ

経

努

mw

稀
'
壕
券
d
イ
巧
を

Mm
惣

κ
傍

(
1
1

〈

企

ヲ

a
払

均

免

}

i

出

j
J
E
i
〕

it--



句量

。
-... 国

. ，-，' . 

! 次 ~ 
噛

帯事勾 i寄よ ;も 歓 IJ: 
ラ

，.，.，...... 

、1 1，..耐 ....， d ha， h』 イ4二zazt 先JT亡 敬 》久|
，....咽『

仁 Jも きミ i手~喝 ーZ丈 z 一
1- ，、 1を 表訊? ー ，(/)・

J〆窃 免 -T之 ム包{ を む あ る
イ

~ 委 1 ~. ま2 〉長 「

九 :会
'" 4為 j象

。Aド， 芽 (-::: 免
l二

zへ0¥ 治 1--

タj更4巧 も1内 .t!~ を 唱

例 之、，
L-

紋 f 要1!Jj具、A 

「
活資

-司."，

と
1之
ぺL

例内 議之事
句、・w ー園、
芝、、 1く -4)) 名 九 i手 、h・・'

妻弘、‘ h¥ づ vi 1-- Jも 委
を 多、

え~を τ:::1 子る
て
r::: 、、 ιm 《

の を に ~l士定 み jh d 千之 1手を k h』，、，‘'p ， t<¥tJ づ
ま ?そ 寸

、......， 、y 奏
免

".，' . L々 叙も - j内ぬ て.1"ミ創毛 場 ~ を。、
員|札 ~ 費l員入).. -信-

7亡 K 
~ - 例 H~ A'¥ 夙手 コ
川選色

〈 ま
1守

4司

渇~‘ Y広bι " 
.... 

~ -
A勢 ~ !j:・ z費券 ゐ ま Iミ
を矢 -四・ー

1Jt. き を議
、? t+ lli貴F - たお宇

，、
脅場ま えふ を3 のき z又1

~ 苓終 1て 之鴫ま 1:..委
之
1- iSに
表
お

堤 3を0 円定、 〈、 弘之 る.
a軍一 」‘ 一位-

も

v





u 

予

fA 

H 

司

語

11 
z 

一
一
と
に
勺
サ
ブ
・
¥

f
判
定
井
謙
(
あ
本
号
J
t
F

忍
)

諸
制
・
4
朱
芽

JPZ巧
に

つ

サ

マ

例

f
弘
明
ヂ
l
L
r
J
Z
τ

二

内

J

y

h

k

一
門
件
礼
法
夙
k

払
支
払
広
土
、
切
手

hrr石

川
い
河
川
川
ー
に
川
川
市
川
比
及
川
明
1
伏
広

-
r
M
y
j
fげ
1
1
1
1
l

f
A宥
わ
条
列
、
ヴ

r
:
2
1か
こ
れ
守
定
一
均
金
制
M
d
キ
ノ
エ
釣

か
、
ヮ

ω
杭
.
今
ま
で
列
会
例

f
f
-帝
炎
、
収
を
主

1
た

a
a

7
γ
向
が
よ
あ
一
ー
た
?
な
7

ぞれ打

7
2
1
k
p
今
反
抗
改

正
に

E
n
-
-
1
Z
何
筒
抜
的
安
A
n
g
n
f
J
官
可

a-佐
直
ー
た

詩
と
玖
め
、
う
れ
ま
!
た
，
♂
カ

4
を
必
劃
川
町

j
f
u
r
-
-和

叫
矧
引
引
U
川
配
配
付
午
れ
判
ザ
十
i

一γ十
十

1
j
i
l
-
-
-

配
同

μ
引
引
川
河
?
相
川
luけ
て
?
ヤ
ち
た
7

て
j
o
拘
に

な
、
り
な
け
主
?
?
こ

k
r
u
p
汁

3
1
i

次
三
千
ワ
mw

ア二、
h
4
3
φ
T
F
Y
念
私
d
切
に
フ
サ
フ

t
f一



一一

間
金
、
え
と
d

司芝、

F
1
1

づ
イ
子
家
三

-
T
z
q
'
?
3句
人
内
み
中
氏
尚
孝
貌

m
私
的
を
札
え
!
た
J
b

の
ど
ム
7
1
7
d〆
イ
ヲ
汚

4
7帯

私
ど

c
r
lー
た
か
を
れ
を

5
7
当
方
向
叫

3
7二
ど
に
改

パ
な
?
た
わ
汗
!
戸
、
♂
ヤ
〈
け

zτ"

Z
T
r
会
こ
れ
晴
記
1

肉
リ
パ
佐
治
玉
有

7FA，
伺
へ

3
た
は
エ

内
v
k
往

9
m
E
J勾
!
な
サ
か
守
ノ
由
!
内
u
r
h
-

ゑ
.
ゑ
私
在
荷
す
る
句

人
代
つ
リ
之
ぽ
均
'
冬
、
引
各
殉

d
a内
d
k
サ
う
こ
と
.
て

f
y
りま

イ
『
，次
:
場
で
♂
引
く

Y
4
7
P
こ
れ
「

7
4ア
勾
戸
手
1

務
内
手
護

行
経
』
を
有
す
ス
.4

ゑ
入
と
、
前
崎
氏
名
湖
吋
を
有
す
る
か
.
象
ー

務
可
等
を
有
ー
な
け
浪
人
マ
玖
人

F
T『
μ
活
断
濁
で

代
ゑ
る
管
理
人
?
え
っ
，
め
る

3
3
5
?資
手
--A

笠
み

に
フ
ソ
て
み
ず

r
d
均
等
引
に
よ
?
?
t

て
て
γ
H
u
f

ま
!
た
ず
λ
r
7

昏
ロ

h
同

伝

H

E

R

L

H
為



"降、r

~ Jら章一 d.d，" H ， つむが-勾 -・ 、}河弘- F 

__...r J 岬

t均

Z" 11ム
γ 』 ず イぜ ア 之、， う ，~ ー

~ れ
、.f1J ‘『 k. }て; -岬

t 多1会
、『

れ
lな
1よ

、、
と

つ .<" と

Z |新 「 16 
》メ¥手、1 6内

じ乃

芝"|殉 Ir 司
T( タト 金-・・ ー-f之 ー

、~ 、} _... -・ rJ¥ 

~ I~ι 決 之‘.lミ 多3唆
-酬'-個、

)，~よ-・‘
争

仁 T 主 II Jaえ 『、 λL - t;r 之叫 之、s 人之、‘ 1， :1 

" ( 1';争
芝、、 ") 

了てミ タ吹 、『』可 )て: 予人『‘?
キιrT守唄 寸7 ラ、， ‘H・

} つ に.2、、 f.( れ きd) 4ヰ老町 'T 勾
、1

|知巴、v
採

16: 

宇
て叫

私11宇
“ イト、、 『‘，

う Z受 え

fι 。、 、... 芝、， カ唱、
イ議 る自YJ 持続J名 ー-

ιー
てれ t 

ィ窃す ?到 Ilt 3弘えの;為
.， 
私III" 、7 7 人 i

を 宇商務 F可 ‘、 をX キ今-、

|提 発
h、 ヒ 。、

物
づ¥ 之、，

1) を き F
ゑ、
也、y と

きはむう tL 之d 岨ー‘' ? 抹 -』 .... 巧

ま晶
~w 千

た l
換を|ご 1丈 .....， 

均
i行 !議、、

I~ 芝、，
之i6 ムtZllくI ;小 、u

砂

。へ
君、 令 f.三 奇 ，3:".' ..i 1潟、な

R 

，Il I -;2 
と たたて る 'd: 勺? 千

一-.困層圏闘~.o-戸 → ー . .~ 



…一 一一一…十一一一一一一一一一一

J
F
r
!

え
一
会
《
A
w
d
身
者
ハ
ぐ
ご
ぞ
け

1
7
f
(
え
品
川
手

sfイ
f

今

象

2
3
制
ラ
ー
へ
/
ニ
ヒ
パ
ぽ
?
で

h
P
7
2
7
1
F
A増
f
k
d低

に
か
か
う
手
干
名

q
a
洲
一
社
主
え

1
7
Aノ
2
7
1
Tが

こ
れ
J

た

だ

け

ま

払

吋

1

K
よ

う

に

ぷ

1
3
が
矛
&
ゃ
に
な
?
た

勾
'
ど
制
る
わ
げ

-jdLLリ
2'1

P
Z同
附
所
品
川
崎
川
一
一
昨
山
河
内
佐
川
何
者

舗
も
乏
!
た

4
9
4
~
/
L
T
け

1
1

わ
釦
夕
刻
和
利
十
ト
丸
町
十
j
k

吋
-wii?-U外
山
引
し
械
化
州
h
u
i
u

る
ど
う
こ
と
ど
ご
ど
り
穿
の
す
ド
ニ
れ
に
ザ
可
!
長
命
『
が
み
附

3
1

た
喝
入
匂
司
み
4
7
7
d
q

今
均
金

zdリ
7
A悶

Z
叫
勺
和
、

2
2

0
3
y
s
q
m
弘
旬
、
令

k
q

愛
キ

1
2司
勺

7
A
H
1
7
k
利
治
つ
れ
.q
け

け

k
y
j
k
y
L
r川
ZF1.

m
w
f
当
会
乏
ニ
れ
市
川
た
だ
け
ま
の
み

海
を
社
、
免
!
之

4
1ト

点
字
請
す
V
A
d

官ilJ

九
言

百



、pτ'滞

勾巳e



寸
ど
引
く
り
す

7
r
a
~麻
子
易
4

ゐ
艶
祭
礼
司
不
え

F
1
U
尺

喝
・
令
巻
善
命
凡
微
生
く
兎
者
全
《
身
内
等
、
万
玖
ざ
小
川
勾
守
ド

℃

T
Z念
の
q
T
エ必吻引く

u
bリ
3
7
f
F
、
指
!
鉱
閉
ま
た
ゆ
申
!
告
を
!
な
か
一
白

川
昨
日
流
川
崎
四
皮
切
切
庫
川
四
;
一
-K
均
三
一
一
良
一
勾
在
仏
人
久

史
靖
1

金
夕
方
炉
、
今

1
γ
t
か
匂
4
fす
|
た
の
夕
、
こ
ミ
に

d
k
ム
!
た
一
一

わ
内
!
と
ど

F
叫
す

1

一一

f
k
J
J
T
M
f
!広
々
時
昨
夜
ρ

局
同
吋
117ウ
一
線
合
的
十
一

子
成
も
ご
い
会
り
す
す
ド
み
3
7
q
毎
可
保
博
義
泊
予
報
r
i
一

で
ご
ぞ
け
ま
!
た

'
p
h均
ゐ
治
子
株
-m
友
付
を
-
安
マ
マ
ル
ム
d

・
6

一一

の
寸
を
係
議
咋
L
M
4
渇
ぎ
略
取
を
衿
ヲ
づ
え
川
な
け
人
で

to
提，
g
動
参
死
一
一

み

え

が

で

き

る

k
γ
?
-
k
r
f
C
り

3
1

一一

'
b
f
z
p
a
ゑ
引
く
♂
矛
け
与
す
か
た
午
、
汚
す
札
柳
作
致
命
今
年
f
ゑ
が
喬
一
一

・
々
の
入
・
一
戸
・
玖
え
パ
ほ

H
1
2
1
K
.

-
L
7
八
象
有
三
会
‘
ゐ
T
4
4
ュ
・
・
れ
な

一
一
一
台
ロ

Ltl気
力、，

Ii 1-ス

長|内
祈

~I 例
之、、j





一一

行

ル

例

改

ょ

に

な

n
l
t
{
て
今
ゑ
f

ぽ
拘

T
キー

ゑ
イ
川
河

γ
外!?っ
J

J

T

九
!
・
五
年
!
ず
ガ
司
、

3
7
・
糸
ー
か
『
ワ
J
F
F

ーで
J

古
今
J

J

アイ
A

司
.
手
弁

-
r
r
d
f
Tイ
A
K
Y
2
5
に
な
フ

て

ゐ

り

f
F
1
fふ
た

め

に

み

4
1
湯
川
爪
教
均
一
例
U

K
な
る
間
伶
一

方
、

3
的
戸
ヌ
行
浮
，
K
A

久
氏
♂
ア
ト
!
之
礼
金
を
仏
?
食
道
に
w
w
b

ゑ
A
3
8
8
J
d
川
町
後
?
豹
ゑ
に

5
1
3
1
フ
え
計
簿
!
之
手
れ
き
一
回

私
け
た

1
2
け
く
今
夕
、
ジ
引
く
け
ず

τー白

骨
-
〉
れ
が
、
ワ
吋
射
《
礼
竹
笥
百
一
一
五
家
例
ぽ
伝
布
m
-ロ
ナ
ワ
、
私
一
一

竹
す
る
:
に
な
y
之
仁
わ
-
1
事
マ
f
酬
の

M

也
、
す
私
払
の
4
々
み
A
K
F
で一

号

哲

二
n
t
V
7
二
と
を
私
'
え
!
之
Y
T
川

3
7
hワ
γ
ミ
こ

J
r
d
p
m

一一

布

勾

脅

か

、

勺

と

り

1
7
Z
K
な

7
7
h
w
h
/
1
1

た
『
た
し
亀

-avス
払
に
つ
き
す
!
?
に
叩
ず
ス
肉
、
ガ
ず
ゑ
香
寸
仁

和
釦
和
U
川
計
川
仁
川
町
料
引
所
U
引
が
七
七
弘
和
恥
和
利

白

河

に

7
て
れ
村
内

fzτ
ー
問
徐
ど
乏
弘
ず
ス
私
に
つ
ソ
マ

J
4

宮

口

し

日

伝

v

e

E

R

a

安



畠
周

A

U

4

q

羽調

az

可
m
m仇
4
v
一1
た
ず
ス
内

GYZ
そ
れ
に
よ

7
7
t
ち
る
ν

ヤ
フ
ニ
れ
き

前
す
1
λ
6
1

う
=
k
‘Z
♂
芝
け
ず

τr

m
w
y川
公
引

du川
Z
U州
制
知
配
W
白
川
和
釦
ム
町
一

ぽ
‘
従
前

m
例
に
よ
y

フ
、
え
布
、
金
?
釘
!
多
イ
S

7

3
し

仏

け
A

ロ一一

氏一妓
m

南
1
4
炉
戸
付

1
z
a
Jた
鴻
r
b
z
k

つ
ソ
て
?
約
ゑ
を
直
盟
一

?
?
リ
!
?
ニ
と
ど
ど
が
〈
汁

1
1

一一

二

J

広

人

命
1

長
ハ
殺
に
つ
汁
て

b
Jペ
q
n
j
h
A
竹
崎
民
銀
ご
ル
人
一
一

事
霞
ヘ
私
ロ
フ
け
て
ぽ

ιた
者
!
k
笠
ぽ
新
泌
を
金
的
μ
7
3
ご
う
こ
一
一

た
ど
け
}
一

r
汁

す

句

ド

'

一

一

/
3
4
3
2

、
手
段
ハ
札
K

っ
す
〈

q
O
7
L
1ゑ
'
今
、
帯
広
私
か
-4

，
見
寄
生
等
に
つ
き
ず
(
三
ユ
7
9
弁
!
ゑ
か
ら
新
滞
納
4
d

克
明
L

一一

て
.
4

イ
ケ
今
井
タ
ほ
滅
私

7
7
7
計
鋒
7
3
1
7
:
て、一-

抑
え
り
す
匂
γ

切
象
庁
ゆ
則
一
え

am
ゑ
で
ご
制
E4

け
芳
す
が
飼
え
漫
ゑ
b
d
f
p
キ



ゐ

ぞ

っ

き

市

!

て

d
Z会
J

魚
布

1τ
ぽ
叶
悶
玖
を

前
い
す
る
k
J『

7
z
k
r
コ
シ
り

1
1

銀
色
御
手
私
K

っそ

4
0
2企
L
)
夕、下

多
ゑ
象
が
答
秒
台
物
事
私
ガ
イ
ト

ぽ
伊
み
券
、
た
句
守
系
妥
私
に
つ
き
ま
1
2
q
d
ぢ
ゑ

q
納
入

山
山
川
3
庁
防
閣
ゆ
防
げ
津

r'陀
川
河
吟
浮
島
比
品
川
河
川

て
J

o

月
湯
川
同
司
〕
伊
川
吟
貯
|
え
寸
ゐ
伊
川
ヴ
津
川
i
f
長

3
4刻
付
す
ス
d
k
w
y
?
コ
ヒ
で
ご
を

n13令札ド

券
大
余
q
t老
名
村
M

久
一
私
に
つ
サ
マ

-
q
t
ち
る
以
一
縁
品
川
'
h

勿
に
つ
サ
之

豹
浪
を
直
前
τ1351ハ
/
ご
と
ど
ジ

T
リ

1
1
r
r弘
明
t

u紛

1
1
1

。
像
使
衛
生
採
点
(
網
島
u
b
私
巧
方
)

議
案
券
J
p
f
d
有
に
つ
サ
フ
k

舛
説
明
申
!
と
叫
7
3
1・

健
保
被
私
朱
例
《
芽
7
F
A
&

ず
い
三
万
汚
を
mw
方
々
代
と
り
、
?

1

1

釦

ド

ト

ー

防

針



借

期

首

吋

場

調

A
3

ご
と
ど
ご
引

4
3す
が
昨
件
ト
私
m
a
m
《
府
内
寸
わ
f
J
p
f
h巧
引
み
7

宮
川
河
W
イ

p
p
k
r
z
r
z
r
r洋
児

殺
保
攻
湯
/
人
ず
d
Z
1
7ず
俗
世
円
得
私
m
t
t
J

、
?
一
色
ど
成
私
討
ハ
弘

氏
は
る
を

J
7
:ど
♂

ず

り

2
1，
こ
れ

qnwZ-今
ゑ
'
の
泌
氏
使
ゑ

保
被
私
か
、
つ
生
有
す
る
』
と
J

う
ご
k

寸
♂

r
W
3
1
f

f

移
貌
長
(
ム
ロ
安
一
忍
)

内
崎
直
げ
川
崎
断
隔
に

3
Z医
院
同
局
院
に
ほ
初
払
川

ゆ
1
1
に
ず

2τ
ー
明
白
を
ご
・
り
人
サ
た
が

2
1
1，
ニ
れ
f
M

術
的
迭
を
す

ほ
と
)
た
濁
穐
叫
く
ご
計
け
ま
!
て
手
伴
ぽ
ニ
こ
代
都
銀

p
f
r
y有
1

-
町
む
相
丸
山
J
む
白
川
川
町
釦
糾
い
引
引

1
E
U
E劃

2
1
-斜
線
《
仰
1
1

総
司
令
に

3
Z
J
昨
今
ム
ィ
d
ワ

千

葉

受

勾

象

1
1
j
Aキ
萄
堤
、
乏
に
つ
き
ま
!
フ
文
字
予
敬
次
パ

M
w
m

p
d
m
4
4
-
f
f
p
け

3
1
角
、
久
代
ヴ
き
者
!
之
手
、
治
下

q

2
し
ふ
久

な
二
首
位
旬
お

1
8
1
た
の

Tyr-τ
H 



:&:，-:;.坤S 二二酔.~る，"，-0.ιえん』晶画ー品=~"'~国倖-‘品調副園田晴島直陣-旬噌梅崎制民唱曲 弛..絹由同島舎---鋪静-_.守骨可一一可喝骨甲骨一4 噛時一、

一
媛
、
立
を
し
あ

3
一
解
体
x
へ
広
'
か
ず
手
-
今
a
p

川
急

7
3
n
l
抜
工
ご
つ
を
得
て
存
だ
お
ノ
ベ
キ
布
-
'
に

ム
グ
ム
?
た
A

ノで
fA円
前
イ

F71

味
河
川
ほ
白
川
ル
休
津
川
将
司
!
間
ー
川
町
一
陥
没
見
応
!
よ

M
W
1
た
の

T
f
r
uリ
g乍
ド

=
こ
〆
い
位
、
万
台
刃
玖
ふ
山
家
品
円
4A

葬
/
唆
《
私
、
え
ど
ザ
-
T
叫

す

冷

u

p
二
本
守
「
争
前
J

打

2
d内
均
六
、
折
口
ネ
左

z
b
?

2ー
は
臥
片
目
同
協
は
医
院
尺
同
川
河
川
川
崎

wz

j
J
川
時
向
洋
M
四
け
河
川
河
川
均
川
ぷ
片
川
川
門
川
陀
ゆ

ぽ
骨
川
河
内
は
件
降
ぽ
川
区
ほ
比
川
崎
鴨
川
加

率
に
為
げ
f
d
注

(
f
?
t
7
1ム
-
d
8
4
7
4
A町
内

/
7す
1γ

突
に
裁
判
家

Tf?っ
予
約

t
t
Eぬ
を
脅
1

A

L

内
司
に
納
入
7
3
-
E
パ
フ
リ
て
ど
ご
シ
け
す
す
ず
処
方
台
『
な

玖
券
d
J

喬
ム
ソ

7
4偲
券
一
場
内
税
え
γ

こし

F
f
こ
れ
ザ

昏
伺

h
叫

監

医

院

弘

志

旨



I . 17~ I I I I I I .r-l 

a民
け

μ

司

吋

羽

調

a
A
Z

「
承
下

M
1
狩

2
山
内
勾
め

14・
j
ぇ
:
え
J
K

殉
入
!
ょ
う
ー
会
?

?
た
さ
司
、
予
町
村
長
ぽ
ー
当
数
手
町
討
の
訊
ゑ
《
鈎
茨

a

μ市
川
代
」
仙
川
比
凶
他
ル
回
帰
げ
内
げ
川
ぽ
川
ゆ
河
川
に
日
比

二K
ゑ
の
札
え
で
y
引

tui-匂ド

た
だ
け
ま
弘
明
1
3
1
た
=
?
針
線
局
、
初
ゐ

E
r・
ゑ
ヂ
ガ

川
山
下
山
川

r桃
山
庁
防
ほ
ド
時
十
配

関
係
L
.

信
制
訟
に
物
、
A
V
7
1
?
?
d
Dの
が
九
が
引
く
リ

1
1

z
p同
い

frill--ー
ト
l
l
l

f
本

a
の
ふ
抗
議
ア
ム
に
『
〈
，
史
、
念
と
り
た
(
J
τ

消
火
|
次
同
阿
川
」
日
門
司
片
婦
げ
時
-
問
&
K
L
‘
;
科
会
1

ぽ
ほ
ー

パ
タ
-3
紘
さ
角
川
/
払
川
-
ゑ
仰
、
多
発
明
な
か

h
v
一
が
・
込
町
《
多

発
聞
と
け

f
b
h
(
Z
r

ー千

子女

-的

ム
イ
づ
マ
タ

え
}j::_ 

日

:
a
a
t
f
o
g
F
j
i占
害
容
量
移
一
喜
美
4
事
骨
包
宮
義
信
色
豊
善
意
j

弘



ム
.... 圃 . .f 
新
あ 詞

ド

手0¥ 
:~ 8ミ13 

f J，L. る ム有
.，，，， . 台|議崎うE 表t1 3先- ，"']. 

1く

")又 -rf 、g ..a 今予込
、a、g場 ~l 

い乞 者婚も ~ U 
者 オ矢 ~ A1 1ミ欽 ~ ;::. 7ζ X" 

i勾~ 初五守時:ミt押?包 発九 咋

宮|級間キ
ゑ ro § 陽気 |ゐ
γ -・岡・・同踊・・

YB ゐ 良ム Mヲ弘. 干す !え

為内ゑ
ヲ
受 勾|おlH -、

Jネ

長発に ヰま忍〉又 え?考均久
ー



、一一

久 . 

角

~ 

為
表
ム4翌考え 1fJ 

前 。~、 キ
. 

司ー . 

《 ~， 
、 持r 持¥，:
的

~ 
'“-

l色ム 作知
iヨ

. 

段てみ 可Ba . ， 

ネ
;久 すT
汲綬p
沌?時

風 神議
J苫a 




	空白ページ
	空白ページ

